
ご
自
由
に
お
と
り
く
だ
さ
い

目
特
集

54
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寄
稿

近
年
、
世
界
中
で
近
視
の
人
が
急
増
し
て
お
り
、
２
０
５
０
年
に
は
世
界
人
口
の
約
半

数
が
近
視
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
こ
の
傾
向
は
顕
著
で
、
特
に
子

ど
も
の
近
視
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、小
学
生
の
視
力
低
下
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
教
室
で
、以
前
よ
り
も
眼
鏡
を
か
け
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
の
を
実
感
す
る
保

護
者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
視
は
単
に「
遠
く
が
見
え
に
く
く
な
る
」だ
け
で
な
く
、進
行
す
る
と
将
来
の
目
の
病

気
の
リ
ス
ク
が
10
倍
以
上
に
高
ま
り
、視
力
を
大
き
く
損
な
う
緑
内
障
や
網
膜
剥
離
な
ど

重
い
目
の
病
気
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

近
視
の
増
加
に
は
、現
代
の
生
活
習
慣
、特
に
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
の
使
用
が
大
き
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
人
は
近
く
を
見
る
と
き
に
は
目
の
調
節
を
行
う
筋
肉（
毛
様
体
筋
）

に
強
い
負
担
を
か
け
て
水
晶
体
を
膨
ら
ま
せ
、ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
ま
す
。
逆
に
、遠
く
を

ス
マ
ホ
時
代
の
目
の
健
康
習
慣

見
る
と
き
に
は
筋
肉
が
休
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
つ
ま
り
、
ど
の
距
離
に
ピ
ン
ト
を
合

わ
せ
る
の
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
本
を
読
む
と
き
の
距
離
は
お
よ
そ
33
㎝ で
す
が
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
20
㎝ 以
下
ま
で
目
に
近
づ
け
て
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、こ
れ
が
近

視
を
進
め
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
は
目
の
成
長
段
階
に
あ
る

た
め
、こ
う
し
た
習
慣
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
影
響
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、大
人
に
と
っ
て
も
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
や
趣
味
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
長
時
間
使
う
大
人
に
も
、目
の
疲
れ
や

首
・
肩
の
こ
り
、
う
つ
む
い
た
姿
勢
が
続
き
、「
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
」や「
ス
マ
ホ
老
眼

（
一
時
的
な
ピ
ン
ト
調
節
障
害
）」と
い
っ
た
新
た
な
健
康
問
題
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
目
の
ト
ラ
ブ
ル
は
年
齢
を
問
わ
ず
広

が
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

で
は
、目
を
守
る
た
め
に
日
常
生
活
で
で
き
る
こ
と
に
は
何
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま

ず
は
日
常
の
中
で
目
を
休
ま
せ
る
習
慣
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
30

分
に
一
度
30
秒
程
度
、
意
識
的
に
目
を
休
め
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
作

業
の
合
間
に
窓
の
外
の
景
色
や
空
を
見
た
り
、室
内
で
も
2
~
3
m
以
上
離
れ
た
場
所
に

視
線
を
向
け
た
り
す
る
こ
と
で
、毛
様
体
筋
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、目
の
疲
れ
が
和
ら
ぎ
ま

中
澤 

徹

眼
科
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中
澤 
徹

山
梨
県
出
身
。
東
北
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程

を
修
了
後
、
宮
城
県
公
立
刈
田

綜
合
病
院
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
留
学
を
経
て
、2
0
1
1

年
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
神
経
感
覚
器
病
態
学

講
座
・
眼
科
学
分
野
教
授
・
東
北

大
学
病
院
眼
科
科
長
に
就
任
。

な
か
ざ
わ 

と
お
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、も
は
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、そ
れ
に
頼
り
す
ぎ
る
こ
と
で
目
や
体
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
子
ど
も
に
は
長
時
間
の
使
用
を
避
け
る
よ
う
声
を
か
け
、大
人
自
身
も「
つ
い
見
す

ぎ
て
い
な
い
か
？
」と
時
々
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
心
が
け
が
、目
の
健
康
を
守
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
未
来
の「
見
え
る
」を

守
る
た
め
に
、家
族
み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
心
配
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、か
か
り
つ
け
の
眼
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
。
目
の
周
囲
を
温
め
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。
市
販
の
ホ
ッ
ト
ア
イ
マ
ス
ク
や
蒸
し

タ
オ
ル
を
瞼
に
当
て
る
こ
と
で
血
流
が
促
さ
れ
、眼
精
疲
労
が
和
ら
ぐ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、自
然
光
の
中
で
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
こ
と
も
、近
視
の
進
行
を
抑
え
る
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
中
は
で
き
る
だ
け
外
で
過
ご
す
時
間
を
意
識
し
て
確

保
し
、子
ど
も
で
あ
れ
ば
1
日
２
時
間
程
度
の
屋
外
活
動
が
理
想
的
で
す
。
屋
外
で
遊
ん

だ
り
、歩
い
た
り
す
る
こ
と
で
日
光
を
浴
び
、近
視
の
進
行
を
抑
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
時
に
は
画
面
と
目
の
距
離
を
30
㎝ 以
上
空
け
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、部
屋
の
照
明
が
暗
す
ぎ
た
り
、ま
ぶ
し
す
ぎ
た
り
す

る
と
目
に
負
担
が
か
か
る
た
め
、照
明
の
明
る
さ
に
も
気
を
配
る
こ
と
で
、よ
り
快
適
な

視
環
境
が
整
い
ま
す
。

さ
ら
に
、日
々
の
食
事
も
目
の
健
康
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
目
に
良
い
と
さ
れ
る

栄
養
素
と
し
て
は
、ビ
タ
ミ
ン
A
、ビ
タ
ミ
ン
C
、ビ
タ
ミ
ン
E
、ル
テ
イ
ン
、D
H
A
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
緑
黄
色
野
菜
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
果
物
、
ナ
ッ
ツ
類

や
鶏
肉
、
青
魚
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
を
食
べ
れ
ば
目
の
病
気

が
治
る
」と
い
う
食
材
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
う
し
た
食
品
を
日
々
の
食
事
に
取
り
入
れ

る
こ
と
は
目
の
健
康
維
持
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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外
で
遊
ぶ
と

　
　

目
に
良
い
？

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

チチ
ェェ
ッッ
クク
しし
よよ
うう

チチ
ェェ
ッッ
クク
しし
よよ
うう

目
の
健
康
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
を
!

目の健康セルフチェック

「
な
ん
と
な
く
不
調
だ
け
れ
ど
、放
っ
て
い
る
」と
い
う
方
も
、

毎
日
の
小
さ
な
意
識
が
将
来
の
目
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

目
の
ケ
ア
は
後
回
し
に
せ
ず
、今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

診
療
科
の
ご
案
内

ht tps://w w w.hosp .tohoku .ac . jp/
departments/d1602/

眼科では、緑内障、網膜、角膜、ドライアイ、白内障、小児、神
経・斜視などの幅広い専門領域に安心して受診いただける医
療を提供しています。目に関する不安があればどうぞお気軽
にご相談ください。

眼科　
Ophthalmology

医
療
の
ギ
モ
ン

日
光
に
あ
た
る
時
間
が
短
い
子
ど
も
ほ
ど
、近
視
に
な
り
や
す

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
た
め
、
近
視
予
防
に
は
毎
日
2
時

間
程
度
、屋
外
で
過
ご
す
こ
と
が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

直
射
日
光
を
浴
び
な
く
て
も
、木
陰
や
建
物
の
影
と
い
っ
た
屋

外
で
あ
れ
ば
、近
視
予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、外
遊
び
の
効

果
は「
光
の
明
る
さ
」だ
け
で
な
く
、体
を
動
か
し
た
り
、遠
く

を
見
た
り
す
る
な
ど
、複
合
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

うう
そそ
？？
ほほ
んん
と
？
と
？

う
そ
？
ほほ
んん
と
？
と
？

30分以上画面を見ることがよくある

スマートフォンやタブレットを顔から
20cm 以内で見ていることが多い

作業の合間に遠くを
見る習慣があまりない

1時間に1回以上、
目を休めるよう意識していない

ホットアイマスクや目を閉じて休む
など、目をいたわるケアをしていない

部屋の照明が暗すぎたり、
まぶしすぎたりしていることがある

勉強や読書をするときに机と顔の
距離が 30cm 未満になっている

屋外で過ごす時間が
1日1時間未満である

夕方以降にスマートフォンやタブ
レットを長時間使用することが多い



ここ
ここ
がが
ツツ
ボボ

レ
シ
ピ
提
供 

栄
養
管
理
室

〈
ツ
ボ
と
は
〉 「
経
穴
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
体
表
に
現
れ
る「
反
応
点
」で
あ
り
、

「
治
療
点
」で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
を
指
し
ま
す
。

えいようレシピ
こちらでも公開中です!

た
ん
ぱ
く
質
が
と
れ
る

け
い
け
つ

9 8

さ
ん
ち
く

ぎ
ょ
よ
う

し
ち
く
く
う

人
差
し
指
を
眉
に
当
て
、左
右

に
優
し
く
揺
ら
し
ま
す
。

※
眼
球
を
直
接
押
さ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
ツ
ボ
の
押
し
方
〉

〈
ツ
ボ
の
位
置
〉

漢
方
内
科 

鍼
灸
師　

石
井 

祐
三

（
正
確
な
診
断
は
医
療
機
関
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　
　

 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ニ
ン
ジ

ン
、玉
ネ
ギ
は
1
㎝
角
に
切
り
、電
子

レ
ン
ジ
で
2
分
加
熱
す
る
。
ボ
ウ
ル
に

卵
を
割
り
入
れ
、塩
こ
し
ょ
う
、コ
ン

ソ
メ
、牛
乳
を
加
え
て
溶
き
、加
熱
野

菜
、枝
豆
、1
㎝
角
に
切
っ
た
ス
ラ
イ
ス

チ
ー
ズ
を
加
え
混
ぜ
る
。
油
を
引
い

た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
流
し
入
れ
、中
火
で

焼
き
、裏
返
し
て
両
面
に
焼
き
色
を
つ

け
、冷
め
た
ら
好
み
の
大
き
さ
に
切
る
。

〈
作
り
方
〉

○
エ
ネ
ル
ギ
ー 

3
3
0

kcal

○
た
ん
ぱ
く
質 

20.
8
g

〈
栄
養
価
〉
1
人
分

日
本
緑
内
障
学
会
の
調
査
で
は
、
40
歳
以
上
の
20

人
に
1
人
が
緑
内
障
に
罹
患
し
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
緑
内
障
は
視
神
経
の
障
害
に
よ
り

視
野
が
徐
々
に
狭
く
な
る
疾
患
で
す
。
今
回
は
当

院
の
鍼
灸
外
来
で
活
用
し
て
い
る
、
目
の
セ
ル
フ

ケ
ア
に
役
立
つ
ツ
ボ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 「
攅
竹
」、

「
魚
腰
」、「
絲
竹
空
」は
眉
毛
に
沿
っ
て
並
ぶ
ツ
ボ

で
、
古
く
か
ら
眼
精
疲
労
な
ど
の
症
状
に
用
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、

目
の
周
り
の
血
流
を
整
え
、
健
や
か
な
状
態
を
維

持
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
卵
4
個 
○
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
2
枚 

○
ジ
ャ
ガ
イ
モ
小
1
個 

○
ニ
ン
ジ
ン
¹／² 

○
玉
ネ
ギ 

¹／³
○
枝
豆（
冷
凍
）20
g 

○
油

大
さ
じ
1 

○
牛
乳
大
さ
じ
2 
○
コ
ン

ソ
メ
小
さ
じ
1 

○
塩
こ
し
ょ
う
少
々

○
ケ
チ
ャ
ッ
プ
大
さ
じ
1 

〈
材
料
〉2
人
分

卵
は
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
で
、

ビ
タ
ミ
ン
B
群
や
ビ
タ
ミ
ン
D
、鉄
や

亜
鉛
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
も
バ
ラ
ン
ス
よ

く
含
ん
で
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る

の
は
、ス
ペ
イ
ン
の
伝
統
的
な
家
庭
料

理「
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
」。
具
材

が
た
っ
ぷ
り
入
り
、一
皿
で
も
満
足
感

の
あ
る
料
理
で
す
。
彩
り
が
よ
く
、冷

め
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
た
め
、お

弁
当
の
お
か
ず
と
し
て
も
お
勧
め
で
す
。

「
卵卵
」

  

卵

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ

「
攅
竹
攅
竹
・・
魚
腰
・
絲
竹
空

魚
腰
・
絲
竹
空
」

攅
竹
・
魚
腰
・
絲
竹
空

魚
腰（
左
図
の　

）

眉
毛
中
央
に
あ
り
ま
す
。

絲
竹
空（
左
図
の　

）

眉
毛
外
側
の
く
ぼ
み
の
と
こ
ろ
。

攅
竹（
左
図
の　

）

眉
毛
の
内
側
の
く
ぼ
み
に
あ
り
ま
す
。

左右に
優しく揺らします
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3

左肘を床につけ、右手は遠
くへ伸ばしながら体を横に
倒します。

1

両膝を曲げて座り、頭から
お尻までが一直線になるよ
う姿勢を整えます。

24

両手を胸から伸ばすように
横に広げます。

背骨を一つ一つ積み上げ
るように戻ります。反対側
も同様に行います。

※主治医から運動制限を受けている方は、運動をお控えください。
運動は呼吸を止めず、リラックスしながら行いましょう。

自
宅
で
簡
単
！  

 
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
&
ス
ト
レ
ッ
チ

詳
し
い
動
画
、他
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
&

ス
ト
レ
ッ
チ
も

公
開
中
で
す
！

車いすのデザインから歩行困難な人向けと思
われがちですが、障害のあるすべての人が利
用できる建築物・施設を示す世界共通のマー
クです。1969年、障害のある人が暮らしや
すいまちづくりの推進を目的に、国際リハビ
リテーション協会（R I）が採択しました。

知知
っっ
てて
るる
？？
ここ
のの
ママ
ーー
クク

障害者のための
国際シンボルマーク

仙
台
市

仙
台
市
民民
図図
書書
館
の
館
の

本
棚
よ
り

本
棚
よ
り

先
生
あ
の
ね

Q1. 緊張するとおなかが痛くなるのはなぜですか？

 A . 緊張やストレスを感じると、胃腸の動き（これをぜん動運動と呼びま
す）が不調になりやすくなるためです。そして、胃腸の壁が縮んだり、
伸びたりする運動が激しくなって痛みを感じやすくなります。お通じが
一時的に緩くなったり、逆に出にくくなったりすることもあります。緊張
した時にはリラックスすることを心がけてみましょう。

〈答えた先生〉 心療内科　金澤 素

（かなちゃん推し・16歳）

 A . 医学は常に進化しています。新しい薬や治療方法、診断方法がどん
どん登場しますので、医師として最善を尽くすためには最新の知識や技
術を学ぶことが必要となります。それぞれの専門分野においても、高い
技術を磨くには継続的に学ぶことが大切です。患者さんの命と健康を
守るために勉強を続けることが、医師にとって、とても大事なことです。

Q2. 医者になっても勉強を続けるの？

〈答えた先生〉 卒後研修センター　伊藤 明宏

（まほ・15歳）

選・加藤 あや（仙台市民図書館）

日本絵画は、なぜ屏風や掛け軸に
描かれているものが多いのでしょう。
仏像を見るときは、どこに注目すれ
ば良いのでしょう。日本美術ってよく
わからない、ちょっとハードルが高い
なぁと思っている人にぜひお薦めし
たい、日本美術との距離がぐっと近く
なりそうな一冊です。

『学芸員が教える 日本美術が楽しくなる話』

姿
勢
改
善
の
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ラ
テ
ィ
ス
エ
ク
サ
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ズ

「
マ
ー
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イ
ド

マ
ー
メ
イ
ド
」

マ
ー
メ
イ
ド

2025.5 産業編集センター 1,980円（税込）
ちいさな美術館の学芸員／著

（公財）日本障
害者リハビリ
テーション協会

リハビリテーション部 理学療法士 阿部 允哉
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information

ご寄附のご案内次号予告
東北大学病院は、いまだ解決されていない病気の治療法の
確立や医療人材育成に努めております。皆さまからのご寄附
は、その使命の実現のため活用させていただきます。あたた
かいご支援を
心よりお願い
申し上げます。

東北大学病院広報誌

「へっそ」

　　　　　第55号

2026年4月末発行予定

特集  漢方（仮）

いい仕事をしている人は、きっとい
い眠りをしている。そんな仮説のも
と、さまざまな領域で注目のお仕
事をされている方たちに「じぶんの
眠り」について語っていただく連載

「わたしの眠りかた」。今回は、未
来をつくるSDGsマガジン『ソトコ
ト』編集長・指出一正さんにお話を
伺いました。さて、その独
特の眠りのスタイルとは？ 
お楽しみに！

みんな色々、みんなそれぞれ。
連載「わたしの眠りかた」

12月6日、東北大学は東北大学基金へ
ご寄附いただき功労賞以上を受賞され
た皆さまをお迎えし「感謝のつどい」を
開催しました。そのサイトビジットとし
て、当院をご視察いただきました。当院
の最先端医療を紹介する見学ツアーで
は、亀井 尚副病院長による当院の紹介
の後、ロボット手術室や高度救命救急
センター ハイブリッドER、先端歯科医
療センターなど普段は見ることのでき
ない医療の現場を間近でご覧いただき
ました。日頃より温かいご支援を賜っ
ておりますことに、心より感謝申し上げ
ます。

東北大学基金 感謝のつどいで
当院をご視察いただきました

1月22日、東北楽天ゴールデンイーグル
ス アンバサダーの銀次さんと岡島 豪
郎さんが来訪され、オリジナル車いす
2台を寄贈いただきました。今回の寄
贈は、本拠地楽天モバイル最強パーク
宮城の一軍公式戦で選手がホームラン
を記録した試合数と同じ台数の車いす
を東北6県の病院などに贈る「イーグル
スホームランチャリティー supported 
by SMBC日興証券」の一環です。寄贈
式のあと、お二人は小児病棟などで入
院中の子どもたちと交流しました。銀次
さん、岡島さん、子どもたちに笑顔を届
けてくださり、ありがとうございました。

東北楽天ゴールデンイーグルス様
より車いすを寄贈いただきました

編集後記

初めてメガネをかけたのは小学校3年生の頃。親に「早く寝なさい」と消灯された
後、布団の中で懐中電灯をつけてマンガを読み続け、両目1.5 あった視力は近視
に。そんなことを思い出しながら書いています。今号の特集「目」では、スマホ時
代の目の健康習慣を紹介しています。30分に一度30秒、意識的に目を休める、
今からできることを始めようと、窓の外をぼんやり眺めました。（広報室 本間）

当院は昨年、開設110周年を迎えまし
た。これを記念し、広報誌「hesso（へっ
そ）」のキャラクター「hessoちゃん」の
寄附付きグッズを製作・販売しています。
グッズはトートバッグ（￥1,540）、マグ
カップ（￥2,090）、キーホルダー（￥770）
で、売上の一部は当院への寄附となり、
新たな医療の研究・開発、医療スタッフ
の育成、医療体制の整備・充実などに充
てられます。セブン-イレブンモール店
および外来棟店、薬店と医療・福祉のサ
ポート店（P13）などで限定
販売。詳しくは右記ウェブサ
イトをご覧ください。

東北大学病院開設110周年
記念グッズを販売しています



hesso 読者のおたより

hessoへのご意見・ご感想、テーマ、けんこう川
柳、禁煙川柳、医師への素朴な疑問質問（先生
あのね）を募集しています。住所・氏名・年代と
それぞれの内容をご記入の上、下記宛先までは
がき、Eメールまたはフォームでお送りください。
※本誌やウェブサイトなどでご紹介
する可能性がございます。予めご了
承ください。

〈 宛 先 〉 仙台市青葉区星陵町 1-1 東北大学病院広報室
〈 Eメール 〉hesso@grp.tohoku.ac.jp
〈 フォーム 〉 https://forms.gle/AZoUbmETXXp8cviGA

左記よりご覧ください。フォローや
「いいね！」お待ちしています！

誌面と連動した
コンテンツを発信

東北大学医療系メディア〈LIFE〉

配信希望の方は左記より登録ができます。
（無料／月1回配信／不定期）

東北大学病院の情報を発信

メールマガジン

〈なぞなぞの答え〉 空気
〈まちがい探しの答え〉①お寿司のネタが生きている ②いちごのヘタの形
③おちょこの高さ ④兜の三日月の角度 ⑤眼帯の形
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東北大学病院 〒980-8574宮城県仙台市青葉区星陵町1-1 
TEL：022-717-7000　URL：www.hosp.tohoku.ac.jp

〈お問い合わせ〉 東北大学病院広報室
TEL：022-717-7149　E-mail：pr.hosp@grp.tohoku.ac.jp

東北大学病院広報誌「へっそ」 
第54号 2026年2月27日発行

hesso（へっそ）は東北大学病院の広
報誌です。人のカラダを中心に、いま
の医療を中心に、地域の皆さまに分
かりやすく当院の活動を紹介します。
hessoを中心に人の輪がで
きる、まさに地域の「おへそ」
のような存在を目指します。

カラダと地域のまんなかに

WEBサイト

ちょうど70代の母親が胃がん
検診を終えた日に53号を読み
ました。結果が出るのは1カ月
後ぐらいのようですが、定期的
な内視鏡検査は受けていきた
いものだと思いました。（50代）

hessoオリジナルステッカーを
抽選でプレゼント！

連載中の4コママンガ
「hessoちゃん」
LINEスタンプ発売中！

LINE スタンプ

日常会話やからだ・健康についてのスタンプ全40種類です。

インスタグラム


